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八
月
二
日
（
土
）、
鶴
田
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
鶴
田
町
学
力
向
上
推
進

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
鶴
田
中
学
校
全
生
徒
と

管
内
の
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
一
般
か

ら
八
百
人
の
参
加
が
あ
り
、
高
木
敦
紀

君
（
三
年
）
の
町
民
憲
章
朗
読
か
ら
始

ま
り
、
木
村
啄
朗
君
（
三
年
）
に
よ
る

朝
ご
は
ん
運
動
標
語
朗
読
、
そ
し
て
生

徒
代
表
と
関
係
者
に
よ
る
宣
言
書
掲
示

額
除
幕
に
続
き
、
一
戸
優
希
さ
ん
（
二

年
）
の
宣
言
文
朗
読
で
、
鶴
田
町
に
学

力
向
上
推
進
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
陰
山
英
男
先
生
が

「
学
力
は
一
年
で
伸
び
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
学
力
ア
ッ
プ

の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
講
演
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
会
後
半
で
は
、
教
員
を
対
象
と
し

た
陰
山
先
生
の
模
擬
授
業
が
行
わ
れ
、

町
の
教
員
の
た
め
に
、
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
に
繋
が
る
コ
ツ
を
伝
授
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
陰
山
先
生
へ
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
田
町
学
力
向
上
推
進
宣
言

鶴
田
町
は
、
心
身
共
に
健
康
で
明
る
く
、
郷
土
を
愛
し
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
・
食
育
を
中
心
に
し
た
人
間
性
豊
か
な
町
民
の
育
成
に
努
め

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
教
育
の
充
実
は
町
の
進
歩
発
展
の
土
台
で

あ
る
こ
と
を
信
じ
、『
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
』
と
し
て
人
材
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は

一

基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
図
り
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
努
め

ま
す

二

地
域
・
家
庭
と
連
携
し
『
朝
ご
は
ん
条
例
』
を
基
本
と
し
た
生

活
リ
ズ
ム
の
確
立
を
図
り
ま
す

三

学
校
に
お
い
て
も
家
庭
に
お
い
て
も
読
書
し
読
書
を
通
し
豊
か

な
心
を
育
み
ま
す

四

英
語
に
よ
る
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に

努
め
ま
す

以
上
、
学
力
向
上
推
進
の
た
め
に
具
体
的
施
策
及
び
事
業
を
実
施
し
、

「
学
力
水
準
の
高
い
町
・
鶴
田
町
」
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
八
月
二
日

鶴

田

町

鶴田町学力向上推進大会
2008.8.2 Sat

①大会には生徒を含め800人の方
が参加した。

②一戸優希さん（鶴中２年）の宣言
文朗読。

③掲示額除幕式
④鶴田町学力向上推進宣言の掲示額
中学校体育館ステージ左に掲示し
ている。額は管内小学校にも掲示
する。

⑤記念講演での一コマ。先生から質
問され照れ笑いする中学生。

⑥最後の花束贈呈。代表して加賀谷
佑文（鶴中３年）さんから感謝
を込めて先生へ贈られた。

①①

②②

⑤⑤

④④

③③

⑥⑥

○講演会で陰山先生がまとめた学力向上のポイント
・夜８時から11時に寝て、６時には起きる。
・朝食の内容を豊かにする。
・テレビは１時間、長くても２時間に減らす。
・本をあたえ、１ヶ月に６冊以上読書する。
・先生から指示された宿題は確実にこなす。
・DSなどのICT機器を活用して学習させる。
・QOOQなどいいネットでいい友をみつける。
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1958年兵庫県生まれ。岡山大学法学部卒。兵庫県朝来町立（現在朝来市
立）山口小学校教師時代から反復練習で基礎学力の向上を目指す「●山
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